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令和6年10月11日（金）　　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：城内　海斗
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＜連絡事項＞
・特になし。

＜入室状況＞
【入院】
・川口　榮喜様～Cユニット5号室
・田中　義昭様～Bユニット2号室

【転出】
・清水　ヨシ様～合併症室から南病棟Bユニット101号室

【移動】
・宮本　翔太様～Bユニット2号室からBユニット3号室

＜患者様連絡事項＞
・佐々木　早苗様～主治医より外泊許可有り。本日家族と主治医電話連絡予定で
あったが後日に変更。家族へ説明済み。
[bookmark: _GoBack]・豊田　亨司様～トロミから変更。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・和田　純弥様～終日隔離中。午前9時～午後4時までの開放観察実施。開放中、他者への付き纏い、他室侵入あり、早めに開放観察終了。介入には粗暴行為や不穏さはなし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく

・袴田　将志様～終日隔離中。午前一時間、午後二時間ずつの開放観察実施。開放観察中、隠れ飲水行為なく対面時スタッフ対応も落ち着かれている。粗暴行為なし。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処遇制限の改善を目指していく。

・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前、午後一時間ずつの開放観察実施。開放観察中、自室から出て
来る事なく臥床され、そのまま開放観察終了している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・下道 ユミ子様～身体拘束中。本日9：27身体拘束解除の指示有り。解除後も危険行動無く経過。

＜村上Dr.診察＞
・坂本 敏子様～ケータイ電話使用許可有り。次回処方よりイフェクサーＳＲカプセル７５ｍｇへ増量。その他処方変更無し。

・今井 俊久様～主治医より家族と本人面談指示有り。処方変更無し。

その他処方変更無し。

＜入院患者様情報①＞
　日　　時：令和6年10月11日　13：30
  氏　　名：川口　榮喜（かわぐち　えいき）様
　生年月日：昭和22年1月15日(77歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症
　性　　別：男性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Cユニット

　＜経過＞
令和3年頃より、マニュアル車のエンジンをかけられないことや、エアコン操作がわか
らなくなっている様子があった。オートマ車に乗り換えていた。その後も半日前のこ
とを忘れる、同じことを何度も話す等徐々に記憶障害が悪化し、令和6年1月頃より「
人が歩いている」「声が聞こえた」といった幻聴などの精神症状が出現し、これらが
緩徐に進行していた。令和6年3月、運転免許更新の認知機能検査で0点であったことか
ら、認知症の鑑別診断を希望し同年4月26日当院初診。諸検査の結果から上記と判断し
た。認知症薬物療法は希望されず一旦終診となった。令和6年8月頃より息子の事も分
からなくなり妻を見ても「ドロボーが入っている」と話すようになった。それに伴い
、警察に電話をしようとしたり外に出ようとしたりすることが毎日の様に続き、制止
がきかなくなると息子が羽交い絞めに近い形で止めるが、それに対し本人も「朝まで
戦ってやる！」と好戦的であった。妻も一度引っ掻かれ傷が出来ていた。更衣や入浴
も1ヶ月程行われておらず、失禁はないものの下着にティッシュを詰めて着用していた
。自宅対応困難に陥り、同年9月に就任したケアマネージャーより当院へ入院の相談が
あった。家族は今後施設入所を希望している。本日診察の結果医療保護入院となり入院となる
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
＜入院患者様情報②＞
日　　時：令和6年10月11日　13：50
  氏　　名：田中　義昭（たなか　よしあき）様
　生年月日：昭和17年8月23日(82歳)
　病　　名：アルツハイマー型認知症　
　性　　別：男性
　主 治 医：馬渡Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
  本人、妻、長男の3人暮らし。妻が家事全般を行っている。
　R3年6月アルツハイマー型認知症と診断受ける。今回妻の
　検査入院を岩手大学で控えており、それに向けケアマネ同
　行で施設3か所見学。実際にショ-トステイ利用を行うが、
　夜間の落ち着かなさが目立ち、帰宅要求も強い。内科種市
　病院での妻不在期間の入院についても検討したが、夜間の
　落ち着かない状態では対応困難であり、同院医師より当院
　での短期間の入院依頼有。10/15～10/21の入院希望聞かれ、
　診察の結果東病棟Bユニットへ医療保護入院となる。
